
令
和
四
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号

溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉

売
関
税
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十

四
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
課
税
物
件
）

第
一
条
　
第
一
号
に
掲
げ
る
貨
物
で
あ
っ
て
、
第
二
号
に

掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
の
う
ち
、
第
三
号
に

掲
げ
る
期
間
内
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
（
以
下
「
特
定
貨

物
」
と
い
う
。
）
に
は
、
関
税
定
率
法
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
不
当
廉

売
関
税
を
課
す
る
。

一
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
物
品
（
電
気
め
っ
き
に

よ
る
工
程
を
経
て
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
旨
が
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣

の
発
給
す
る
証
明
書
に
よ
り
証
明
さ
れ
、
か
つ
、
当

該
証
明
書
が
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
税

関
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
第
三
条
第
一
項

及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
」

と
総
称
す
る
。
）

イ
　
法
の
別
表
第
七
二
一
七
・
二
〇
号
に
掲
げ
る
物

品
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

（１）
　
炭
素
の
含
有
量
が
全
重
量
の
〇
・
二
五
パ
ー

セ
ン
ト
未
満
の
も
の

（２）
　
横
断
面
の
最
大
寸
法
が
一
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の

（３）
　
法
の
別
表
第
七
九
類
の
号
注
１
（
ａ
）
の
亜

鉛
（
合
金
を
除
く
。
）
を
め
っ
き
し
た
も
の

（４）
　
横
断
面
が
円
形
又
は
だ
円
形
の
も
の

ロ
　
法
の
別
表
第
七
二
二
九
・
九
〇
号
に
掲
げ
る
物

品
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

（１）
　
ほ
う
素
の
含
有
量
が
全
重
量
の
〇
・
〇
〇
〇

八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
〇
・
〇
〇
七
パ
ー
セ
ン
ト

以
下
の
も
の

（２）
　
法
の
別
表
第
七
二
類
の
注
１
（
ｆ
）
に
掲
げ

る
ほ
う
素
以
外
の
元
素
の
含
有
量
が
全
重
量
に

対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
第
七
二
類
の
注
１

（
ｆ
）
に
掲
げ
る
割
合
未
満
の
も
の

（３）
　
炭
素
の
含
有
量
が
全
重
量
の
〇
・
二
五
パ
ー

セ
ン
ト
未
満
の
も
の

（４）
　
横
断
面
の
最
大
寸
法
が
一
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の

（５）
　
法
の
別
表
第
七
九
類
の
号
注
１
（
ａ
）
の
亜

鉛
（
合
金
を
除
く
。
）
を
め
っ
き
し
た
も
の

（６）
　
横
断
面
が
円
形
又
は
だ
円
形
の
も
の

二
　
大
韓
民
国
又
は
中
華
人
民
共
和
国
（
香
港
地
域
及

び
マ
カ
オ
地
域
を
除
く
。
次
条
及
び
第
三
条
第
二
項

に
お
い
て
「
中
国
」
と
い
う
。
）

三
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
九
年
十
二
月
七

日
ま
で
の
期
間

２
　
こ
の
政
令
に
お
け
る
原
産
地
に
つ
い
て
は
、
関
税
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
第
四
条

の
二
第
四
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
税
率
）

第
二
条
　
特
定
貨
物
に
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
の
税
率

は
、
大
韓
民
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
二

十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
韓
国
線
材
（
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｕ

Ｋ
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
　
Ｗ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
　
Ｃ
Ｏ
．
，
Ｌ
Ｔ
Ｄ
．
）

に
よ
り
生
産
さ
れ
た
特
定
貨
物
に
あ
っ
て
は
、
九
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
中
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
に
あ
っ

て
は
四
十
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
ベ
カ
ル
ト
（
青
島
）

鋼
線
産
品
有
限
公
司
（
Ｂ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
Ｑ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｄ
Ａ
Ｏ
）
Ｗ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
　
Ｃ
Ｏ
．
，

Ｌ
Ｔ
Ｄ
．
）
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
特
定
貨
物
に
あ
っ
て

は
、
二
十
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
す
る
。

（
提
出
書
類
）

第
三
条
　
税
関
長
は
、
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
又
は
保
税

工
場
若
し
く
は
総
合
保
税
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
た
溶

融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
を
原
料
の
一
部
と
す
る
製
造
に
よ

る
製
品
で
あ
る
外
国
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
に

対
し
、
当
該
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
の
原
産
地
を
証
明

し
た
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
大
韓
民
国
若
し
く
は
中
国
を
原
産
地
と
す
る
溶
融
亜

鉛
め
っ
き
鉄
線
又
は
保
税
工
場
若
し
く
は
総
合
保
税
地

域
に
お
い
て
行
わ
れ
た
大
韓
民
国
若
し
く
は
中
国
を
原

産
地
と
す
る
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
を
原
料
の
一
部
と

す
る
製
造
に
よ
る
製
品
で
あ
る
外
国
貨
物
を
輸
入
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
当
該
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
の
生
産

者
の
作
成
し
た
当
該
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
の
生
産
を

証
す
る
書
類
そ
の
他
税
率
の
適
用
の
た
め
に
必
要
な
書

類
を
税
関
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
関
税
法
施
行
令
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の

規
定
は
第
一
項
の
書
類
に
つ
い
て
、
関
税
暫
定
措
置
法

施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
六
十
九
号
）
第
二
十

八
条
の
規
定
は
前
二
項
の
書
類
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関
税
法
施
行
令
第

六
十
一
条
第
二
項
中
「
同
号
の
便
益
を
受
け
よ
う
と
す

る
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
証
明
に
係
る
」
と
、
関
税
暫

定
措
置
法
施
行
令
第
二
十
八
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
に
対
し
て
課
す
る

不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
第
三
条
第
一
項
又
は
第

二
項
」
と
、
「
蔵
入
れ
申
請
等
が
さ
れ
る
物
品
に
つ
い

て
は
、
当
該
蔵
入
れ
申
請
等
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

同
じ
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
証
明
に
係
る
物
品
に
つ
い

て
蔵
入
れ
申
請
等
が
さ
れ
る
場
合
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
蔵
入
れ
申
請
等
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ

て
は
当
該
蔵
入
れ
申
請
等
と
し
、
当
該
証
明
に
係
る
物

品
が
特
例
申
告
に
係
る
貨
物
で
あ
る
場
合
（
蔵
入
れ
申

請
等
の
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
特
例
申
告

と
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
関
税
法
の
適
用
）

第
四
条
　
特
定
貨
物
に
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
及
び
法
の

別
表
の
税
率
（
条
約
中
に
関
税
に
つ
い
て
特
別
の
規
定

が
あ
り
当
該
特
別
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
特
別
の
規
定
に
よ
る
税
率
と
す
る
。
）
に

よ
る
関
税
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
関
税
と
し

て
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
二

章
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
還
付
の
計
算
期
間
等
）

第
五
条
　
特
定
貨
物
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
課
さ

れ
る
不
当
廉
売
関
税
の
法
第
八
条
第
三
十
二
項
の
規
定

に
よ
る
還
付
の
請
求
は
、
毎
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年

十
一
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
計
算
期
間
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
当
該
計
算
期
間
内

に
輸
入
さ
れ
た
特
定
貨
物
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
要

還
付
額
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
、
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。附

　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

1


